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百聞は一見に如かず 
アドバイザーに任命される前は、決められたとおり

ごみを出していれば、市が回収・処分をしてくれると

いう安心感だけでした。ごみが回収されてどのように

処理をされるのか、また焼却炉の老朽化など私が考え

ることではないと思っていました。 

＊「ぱっくん」。これも広報で知る機会はあったはず

ですが、何故か目に留まらず、アドバイザーの最初の

講座で知りました。知って、すぐ使い始め、今も続け

ています。 

＊子供向けイベント・講座等の参加者が少ないためア

ドバイザーそれぞれが、声掛けをしたところ、知らな

い方が多く情報が行き渡らないことに驚きました。 

「知らなかった、もっと早く教えて」「関心が薄いと

読まないから」と言われました。 

 広報・ポスター等の印刷物では充分に伝わらないこ

とを知りました。 

このような状況から、ごみ減量作戦も声掛けと印刷

物両方でやらないとダメだと痛感しました。 

・声掛けは、行政→各自治会長→班長に働きかけが

あれば、アドバイザーの声掛けの効力も増すのではな

いかと思います。 

多くの方に一回でも講座・見学会に参加して頂ける

ように努力していきたい。 

ぜひ、「百聞は一見に如かず」焼却炉の現状・プラ

スチックの処理施設、廃棄物の処理施設・車のリサイ

クル施設等、実際目にすると、ごみに対する考え方が

変わると思います。ぜひ、参加してください。 

  

 

☆このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行われる

催しをお知らせいたします。催し物がない日でも、気楽

にお出かけください。良い情報交換ができると思います。 

 

★環境に配慮したグリーン購入のお手伝いとして、エコ

文具の販売、ペットボトルから作ったネクタイの販売と、

手づくりのリサイクル品、布ぞうり、袋物、さき織り製

品等の販売をしています。 

 

◎古着の回収 

 ５月１２日（金）午前 10時から正午 

 時間内に持参してください。 

 ごみ減量にご協力ください。 

 衣類を燃やさずリサイクルしましょう。 

 

 

 

 

 

 

   平成２９年５月号 
1 月  

2 火  

3 水 休館日 

4 木 休館日 

5 金 休館日 

6 土 休館日 

7 日 休館日 

8 月 布ぞうり作り① 

9 火  

10 水  

11 木  

12 金 古着回収 

13 土 休館日 

14 日 休館日 

15 月 布ぞうり作り② 

16 火  

17 水  

18 木  

19 金  

20 土 休館日 

21 日 休館日 

22 月  

23 火  

24 水  

25 木  

26 金  

27 土 休館日 

28 日 休館日 

29 月  

30 火  

31 水  

 



  

体験コーナー 

★空き缶のリサイクル 

★牛乳パックのリサイクル 

少しの時間で作れる物があります。 

 

生ごみの堆肥化とごみ減量 
 

わかりやすく、すぐ実行できるごみ減

量法をアドバイスいたします。 

★生ごみ処理基材「ぱっくん」は、

平成 27 年 4 月 1 日より、無料にて提

供しています。 

生ごみを燃やさず、有効利用をしま

しょう。ご協力ください。 

“焼却炉がギブアップです！！” 

申し込み､問い合わせ先 

 

 ｢エコ・ハウス｣（上田クリーンセンター内） 上田市天神 3-11-31 ℡23－5144 

 エコ・サポート 21 ホームページ http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ecohouse/ 

さあ！出かけましょう 

エコ・ハウスへ 
 

 

    ～～～～ ある日の出来事 ～～～～ 

    

以前、働いていた職場でのことです。今は部署が変 

わり、めったに顔を出さない５０代の目上の女性なの 

ですが・・・・。少し手持無沙汰のようで、入ってきて 

おもむろに職場の片づけを始めました。 

私たちがわざわざ家から持ってきている新聞紙や、 

裏が白いチラシ、ごみ入れに使っている小さな空き箱 

など、捨て始めたのです。そして、とうとう「雑がみ」 

として出そうと分けてある袋の中の物まで、燃やせる 

ごみ袋の中に・・・！！  

「それは資源として出すものなので、燃やせるごみ袋 

の中に入れないでください」と言うと、 

私にこう言いました。「毎日出すの？」私は「いいえ 

１カ月に１回です」と言うと、「１カ月置いたら埃が 

貯まるでしょう！」・・・・こういう方をきれい好きと 

言うのでしょうか？ 

 自分の目の前からごみが無くなればそれでいい・・・ 

 その後、帰られてから、資源物たちを燃やせるごみ袋 

の中から救出し、今後見えた時同じことをされない様に 

次の日、 

 わけて（分別）！へらして（減量）！いかそう（資源化) 

～あなたのひと手間 「ごみから資源」に～ 

  と書かれた紙を貼りだしました。 

 
  

＊わくわく講座＊  （参加費１００円）                               

★ 布ぞうり作り 
 ☆日時・・５月８日 (月)、１５日 (月)（２回コース 10時～15時）定員 10名 

サラッとした感触が素足に心地よく､外反母趾にも効果あり。 

古布を捨てずにカラフルな布ぞうりはいかがですか。使い古した 

もめんのシーツ､浴衣､洋服を裂いて､わらじのように 

編んで作ります。                      

  ☆持ち物・・・はさみ､ものさし(３０ｃｍ位)、昼食  

  ☆材料費・・・３０円 材料は各自､手持ちの布を持参して下さい。 

       （浴衣、シーツ、布団カバー等ほどいて持ってきてください。） 

 

★ エコ・ハウスでは、５月１２日（金）午前 10時から 12時まで、不要になった衣類の回収を行います。 

  毎回、多くの市民の方が衣類を持ってこられ、「捨てるに捨てられず困っていました、利用してもらえて

良かった！」と感謝して帰られる方が大変多く、サポーターも汗だくですが、回収を始めてよかったと思っ

ています。『毎月第一金曜日』午前 10時〜12時が回収日です。ごみ減量のためにご協力をお願いいたします。 

 

 


